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食中毒予防�
チェック�
ポイント�

冷凍庫は�
－15℃以下�

詰めすぎに注意�
7割程度�

肉・魚などは�
ビニール袋や�
容器に入れる�

食品は床に置かない�

1分以上�
75℃�

冷蔵庫は�
10℃以下�

●料理をする前には手を洗いましょう�
●生の肉、魚、卵を取り扱った後には、再度、手を洗いま
しょう。途中で動物に触ったり、トイレに行ったり、おむつ
を交換したり、鼻をかんだりした後の手洗いも大切です。�
�
●料理に使う分だけ解凍し、解凍が終わったらすぐ調理
しましょう。�
�
●包丁、食器、まな板、ふきん、たわし、スポンジなどは、
使った後すぐに洗剤と流水でよく洗いましょう。�
ふきんの汚れがひどい時などには、清潔なものと交換
しましょう。�

●解凍は冷蔵庫の中や電子レンジで行いましょう。�
冷凍食品など凍結している食品を調理台に放置したま
ま解凍するのはやめましょう。室温で解凍すると、食中
毒菌が増える場合があります。�

●加熱して調理する食品は十分に加熱しましょう。�

解凍�
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インターネットで情報提供  「食の安全・安心わかやま」�
http://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/031600/



B
S
E
（
牛
海
綿
状
脳
症
）や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、食
品
の
偽
装

表
示
、無
登
録
農
薬
の
使
用
な
ど
、食
品
に
関
わ
る
事
件
・
事
象

が
相
次
ぎ
、消
費
者
の
食
に
対
す
る
不
安
・
不
信
の
気
持
ち
が
つ

の
る
と
と
も
に
、安
全
で
安
心
な
食
品
を
求
め
る
気
運
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
�

食
の
安
全
・
安
心
・
信
頼
は
、消
費
者
・
生
産
者
・
事
業
者
・
行
政

等
の
食
に
携
わ
る
す
べ
て
の
関
係
者
が
、食
に
関
す
る
正
し
い
情

報
を
共
有
し
、互
い
に
協
力
し
な
が
ら
食
に
よ
り
健
康
を
損
な
う

危
害
を
で
き
る
だ
け
小
さ
く
す
る
よ
う
取
り
組
む
こ
と
で
、初
め

て
確
保
さ
れ
る
も
の
で
す
。
�

こ
の
た
め
、和
歌
山
県
で
は
、す
べ
て
の
関
係
者
が
参
加
し
た
「
食

の
安
全
推
進
体
制
」
を
つ
く
り
、消
費
者
の
視
点
に
立
っ
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
�

和歌山県食の安全推進体制�
行政、関係業者、県民の皆さんが一体となって、食品の安全確保による県民の
健康危害回避と、県産品の安全確保による消費者の信頼獲得をめざします。�

食の安全推進本部(県) 食の安全県民会議�

県　　　民�

基本方針・実行計画・関連施策の策定� 県への提言・助言、意見交換�

環境生活部、農林水産部、福祉保健部、�
商工労働部、教育委員会�

消費者、生産者・製造加工業者、�
流通業者、学識経験者　計15名�

生産者・製造加工業者、流通業者、食品営業者� 消 費 者 �

構　　成� 構　　成�

意見�

報告�

相談�
情報共有�

指導�

●工程管理により安全を確保する考え方
（HACCP）を取り入れた衛生管理手法の
導入促進�

●食品表示の適正化�
●食品情報を公開する�
 「トレーサビリティ�
　 システム」�
　●危機管理の強化�

●食育の推進�
●地産地消の推進�
●環境にやさしい�
　　　食品づくり�

安心� 信頼�

安全�

食に関する�
情報交換への�
参画�

監視・検査�
体制の強化�

実
効
性
と�

透
明
性
を
重
視
し
た�

認
証
制
度
の
充
実�
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ロ
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ク
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ま
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ま
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安全 より安全な工程管理を実現 03

たゆまぬ努力で安全性を確保 05

安心 食品情報を公開するトレーサビリティシステム 07

食品表示で安心の食品選択 09

信頼 信頼されるモノづくりへ、変わる生産者の意識 11

「食育」と「地産地消」で食への信頼を築く 13
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清
涼
飲
料
水
の
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
和
歌
山

ノ
ー
キ
ョ
ー
食
品
工
業
株
式
会
社
の
海
南
工

場
は
、
平
成
15
年
9
月
に
厚
生
労
働
大
臣
か

ら
総
合
衛
生
管
理
製
造
過
程（
H
A
C
C
P
）

の
承
認
を
受
け
ま
し
た
。

　
H
A
C
C
P
と
は
、
従
来
の
最
終
製
品
の

抜
き
取
り
検
査
に
よ
る
生
産
管
理
の
方
法
で

は
な
く
、
ま
ず
、
原
材
料
の
調
達
か
ら
製
造
、

出
荷
ま
で
の
各
過
程
の
中
で
食
中
毒
菌
な
ど

人
の
健
康
を
害
す
る
要
因
の
発
生
を
防
止
す

る
た
め
に
重
要
な
箇
所
を
見
つ
け
だ
し
、
そ

こ
を
重
点
的
に
監
視
・
記
録
す
る
こ
と
で
、

一
層
の
安
全
性
を
確
保
す
る
衛
生
管
理
の
方

法
で
す
。

　
工
場
長
の
大
隅
康
司
さ
ん
は
「
全
工
程
で

の
重
点
管
理
箇
所
を
見
直
し
、
設
備
面
で
も

1
ミ
ク
ロ
ン
以
下
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
導
入
す

る
な
ど
苦
労
し
ま
し
た
が
、
承
認
を
受
け
た

こ
と
で
全
社
員
に
H
A
C
C
P
の
精
神
が
浸

透
し
、
よ
り
安
全
な
製
品
を
つ
く
る
と
い
う

誇
り
と
自
信
を
持
て
た
こ
と
が
な
に
よ
り
の

成
果
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　消費者に安全・安心な水産物を供

給し、消費者の信頼を高め、魚価の

安定を図るために、水産業界でも独

自の衛生管理が進んでいます。

　田辺漁業協同組合では、水産物流

通の起点である漁港の衛生管理を

強化するために、平成14年3月に国・

県の補助を受け、県内の水産業界に

先駆けて海水殺菌処理施設を導入。

紫外線殺菌装置に海水を通すことで、

食中毒発症の原因となる海水中の

腸炎ビブリオ、サルモネラ菌、ぶど

う球菌類などの細菌を99.993％以

上殺菌した滅菌海水となります。

　滅菌海水は漁港のいたるところ

に供給されていて、水揚げ時にはオー

トメーションシステムで魚に注がれ、

また、市場で競り落とした水産関係

者も自由に使用することができ、搬

送中の菌の増殖も防止しています。

従来方式� HACCP方式�

原材料�
受け入れ検査合格�

調合比率合格�

温度、充填量合格�

密封性合格�

温度分布、製品温度／時間合格�

水質、水温合格�

衝撃、温度合格�

調　合�

充　填�

包　装�

熱処理�

冷　却�

箱　詰�

出　荷�

最終製品�

細菌試験�

化学分析�

官能試験�

異物試験�

H
A
C
C
P
の
承
認
を
受
け
、
�

商
品
に
誇
り
と
自
信
を
持
つ
�

滅菌海水で�
細菌の繁殖を防止�

より安全な工程管理を実現�
食
品
の
安
全
性
に
対
す
る
消
費
者
の
意
識
が
高

ま
る
現
在
、工
程
管
理
に
よ
り
安
全
を
確
保
す

る
H
A
C
C
P
や
、こ
の
考
え
方
を
取
り
入
れ

た
衛
生
管
理
手
法
の
導
入
な
ど
安
全
対
策
を

積
極
的
に
創
意
工
夫
す
る
生
産
者
や
事
業
者

が
増
え
て
い
ま
す
。�

より安全な工程管理を実現�
安心� 信頼�

安全�

安心� 信頼�

安全�

競り落とした魚を小分けした搬送用パックに
滅菌海水を注ぎ、搬送中も細菌の繁殖を防ぐ�
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和
歌
山
県
農
業
協
同
組
合
連
合
会
の
植

物
バ
イ
オ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
安
全
・
安
心

な
農
作
物
の
生
産
・
流
通
と
い
う
消
費
者

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
、
県
内
各
地

の
J
A
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
農
産
物
に
つ

い
て
先
進
の
機
器
を
用
い
て
残
留
農
薬
の

自
主
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
検
査
内
容
は
、
ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ

質
量
分
析
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
農
薬
成
分
の

特
定
と
定
量
分
析
を
実
施
。
こ
の
シ
ス
テ

ム
で
分
析
で
き
な
い
成
分
は
、
さ
ら
に
液

体
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
質
量
分
析
シ
ス
テ
ム

と
い
う
装
置
で
分
析
し
て
い
ま
す
。

　
分
析
で
き
る
農
薬
数
は
品
目
に
よ
り
異

な
り
ま
す
が
、
約
80
種
類
の
農
薬
成
分
の

分
析
が
可
能
で
す
。

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
で�

安
全
性
を
確
保�

　橋本市内の鶏卵生産農家の卵を集荷する橋本

市養鶏農業協同組合は、衛生管理のいきとどい

た最新鋭のオートメーションシステムにより、

洗卵・殺菌・乾燥・検卵・選別・パッキングまでを

一貫して行い、さらにJAS（日本農林規格）に則

り厳選した卵だけを近畿圏内に出荷しています。

　新鮮・安全・高品質な卵を生産するために、

同組合では生産農場、本部センター、飼料倉庫

など作業所別に個々の衛生管理マニュアルや作

業マニュアルを導入するとともに、契約農家は

農協で決めた統一の飼料で飼育し毎月の検査を

行っています。本部センターもオゾンガスによ

る殺菌をするなど徹底した衛生管理にこだわっ

ています。

生
産
者
・
事
業
者
の
努
力
と
、
行
政
に
よ
る
監

視
・
検
査
・
指
導
体
制
の
相
乗
効
果
に
よ
り
、

よ
り
安
全
で
安
心
な
食
品
を
消
費
者
の
も
と
へ

届
け
て
い
ま
す
。�

コンピュータ管理されたオートメーションシステムで、
バックライトを当て、卵のひびなどをチェックする。�

徹底した衛生管理のもと卵を出荷�

県
産
農
産
物
の�

残
留
農
薬
を
分
析�

立
入
検
査
で�

衛
生
管
理
を
チ
ェ
ッ
ク�

　
生
産
者
や
事
業
者
の
リ
ス
ク
管
理
が
適

切
に
行
わ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
た
め

に
は
、
有
害
な
物
質
な
ど
に
よ
る
汚
染
の

実
態
や
生
産
資
材
、
添
加
物
の
使
用
状
況
、

農
薬
・
動
物
用
医
薬
品
の
残
留
状
況
な
ど

を
定
期
的
に
検
査
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
県
で
は
、
監
視
・
検
査
、調
査

な
ど
の
体
制
を
整
備
し
、
監
視
の
強
化
や

検
査
件
数
の
拡
大
に
努
め
る
と
と
も
に
、

そ
の
結
果
を
も
と
に
生
産
者
や
事
業
者
の

リ
ス
ク
管
理
に
対
す
る
指
導
や
助
言
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
生
産
者
や
事
業
者
が
自
主
的

に
検
査
を
実
施
で
き
る
よ
う
に
、
県
で
は

簡
易
検
査
手
法
の
開
発
や
分
析
検
査
技
術

の
提
供
に
努
め
ま
す
。

ホテル厨房での保健所職員による立入検査。主に梅雨から夏にかけて特に食中毒が起こりや
すい時期に実施します。検査内容は、施設全体を含め、まな板やシンクの状態、冷蔵庫の食品
の保存状態など15項目に及びます。�

安心� 信頼�

安全�

安心� 信頼�

安全�
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　法律に基づき牛肉のトレーサビリティシス

テムが動き出す中で、県では農産物について

もトレーサビリティシステムを早期に立ち上

げるべく、関係団体等との協議を具体的に進

めています。

　紀南農業協同組合（JA紀南）では、梅・柑橘類・

野菜・花などを出荷している農家すべてに対し、

使った農薬の種類や量など規定の項目につい

ての記帳を義務づけています。指導部長の小

西博文さんは「地区懇談会を何回も重ねて農

家の皆さんに納得していただきました。スタ

ートして１年、農作物の安心感も高まり、取

引先の評価も上々です」と話します。

　
県
内
産
の
熊
野
牛
を
中
心
に
飼
育
し
て
い
る
鳥
久
牧

場
で
は
、
平
成
14
年
９
月
か
ら
直
営
の
精
肉
店
で
、
牛

肉
の
生
産
履
歴
を
店
頭
表
示
し
て
販
売
し
て
い
ま
す
。

同
店
の
楠
本
哲
嗣
さ
ん
は
「
お
客
さ
ま
に
安
心
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
、
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
や
ろ
う
と
頑

張
っ
て
き
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　
今
で
は
、
平
成
15
年
12
月
１
日
に
「
牛
の
個
体
識
別

の
た
め
の
情
報
の
管
理
及
び
伝
達
に
関
す
る
特
別
措
置

法
」
が
一
部
施
行
さ
れ
、
す
べ
て
の
国
内
牛
と
輸
入
牛

が
耳
標
で
管
理
さ
れ
る
牛
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
制
度
が

ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

食
品
情
報
を
公
開
す
る
ト

食
品
情
報
を
公
開
す
る
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム�

食
品
情
報
を
公
開
す
る
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム�

牛
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
制
度
が
ス
タ
ー
ト�

「栽培履歴が提出されない農産物や基準を逸脱したものは、商品として受け
つけない厳しさが安心感を高めます」という小西指導部長（写真左）と、「栽培
履歴への記帳は当然です。手間のかかる作業ですが、この1年間で農家の皆
さんに定着してきましたね」と話す柑橘類・梅栽培農家の野村勉さん（写真右）。�

取り組みの一環として、
出荷した農産物をサンプ
ルとして冷凍保存。�

農産物のトレーサビリティ�
システムも準備着々�

トレーサビリティは、英語のトレース（追跡）とアビリティ

（可能性）の合成語で、「生産、処理・加工、流通・販売」

の各段階で、「いつ、どこで、だれが、どのように」とい

った食品についての情報を追跡し、さかのぼって特

定できるという意味です。�

県では食の安全と消費者の安心を確保するために、

トレーサビリティシステムの整備を進めています。�

耳標装着�

牛個体情報の�
データベース化※

番号の�
表示と記録�

インターネットで�
生産履歴を公開�

制度の概要�
国内で生まれたすべての牛と輸入牛に、10桁の個体識別番
号が印字された耳標が装着されます�

個体識別番号によって、その牛の性別や種別(黒毛和種など)
に加え、出生から食肉にするためのと畜・解体処理までの
飼養地などが記録されます�
※データベース化　情報を取り出しやすいように整理して蓄積すること�

枝肉、部分肉、精肉と加
工され流通していく過程で、
その取引に関わる販売業
者等により、個体識別番
号が表示・伝達され、仕
入れの相手先などが帳簿
に記録・保存されます�

消費者は、個体識別番号により、インターネットを通じて出
生以来の生産流通履歴を調べることができるようになります�

 飼養地 異動内容 異動年月日 住所  氏名・名称�
１ 岩手県 出生 H12.05.21 盛岡市 家畜改良センター岩手牧場�
２ 岩手県 転出 H12.05.29 盛岡市 家畜改良センター岩手牧場�
３ 福島県 転入 H12.05.29 

※  ※
�

４ 福島県 転出 H15.08.08�
５ 東京都 転入 H15.08.08 港区 東京都立芝浦と場�
６ 東京都 と畜 H15.08.09 港区 東京都立芝浦と場�

牛個体情報の例�

 個体識別番号 生年月日 性別 種別 母牛の個体識別番号�
 1234567890 H12.05.21 オス ホルスタイン種 0000654321

※住所、氏名・名称は、施設等の同意がある場合のみ公開します�

法施行�
平成15年12月1日�

法施行�
平成16年12月1日� 価格（円）

000
000

ラップ：PE

00

消費期限

00.0.00

国産黒毛和牛サーロインステーキ用

個体識別番号
1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

100g当り
（円）

内容量
（g）

保存温度
4℃ 以下

加工者　（株）○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○

0412356703589

安心�信頼�

安全�

安心�信頼�

安全�

インターネット�

トレーサビリティ�
イメージ図�

生産者段階� 流通・加工段階� 小売段階�

品名：農林水産物名�
出荷者：○○選果場�
生産履歴○○：�
　農薬情報、堆肥情報�
　　　　　　　　　など�

●生産情報の入力�
●生産履歴の保存�

●加工流通情報の入力�

消費者段階�

●履歴情報の提供�

●自宅のパソコン�
●小売店の店舗�
●携帯電話�
　　　　　など�

情報提供の内容（例）� 情報提供方法�
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　食品の表示は、JAS法、食品衛

生法、健康増進法等により細かく

規制されており、生産者や事業者

がこれらに違反すると厳しい行政

処分や罰則を受けることになります。

　県では、消費者をはじめ生産者

等が表示のルールを正しく理解で

きるよう情報提供するとともに、

食品表示の監視体制を強化してい

ます。

表示対象食品�

すべての生鮮食品、

加工食品、玄米・精米�

【ＪＡＳ法】�

�

�

�

�

�

容器入りや包装され

た加工食品(一部生

鮮食品を含む)�

【食品衛生法】�

�

加工食品で、栄養表

示する場合�

【健康増進法】�

表示の目的�

○消費者の商品選

択に資するため

の表示�

�

�

�

�

�

○衛生上の危害発

生防止�

�

�

�

○健康及び体力の

維持向上�

○効果についての虚偽

誇大広告等の禁止�

表示しなければならない事項�

●名称、原産地(輸入品の場合は原産国)名、原材料名、食品

添加物、保存方法、内容量、消費期限または賞味期限、製

造者または販売者(輸入品にあっては輸入業者)の氏名また

は名称及び住所、その他必要な表示事項�

●遺伝子組換え食品、有機食品に関する事項�

●その他食品分類毎に品質表示基準が定められている場合は、

その事項�

�

●名称、使用添加物、保存方法、消費期限または賞味期限、製造

者氏名、製造所所在地等�

●アレルギー食品、遺伝子組換え食品、保健機能食品に関す

る事項�

�

●栄養成分、熱量 等�

●特別用途食品�

　商品名、原材料名、許可を受けた理由、許可を受けた表示

内容、成分分析表及び熱量、許可証票、採取の方法等�

● 「消費期限」と「賞味期限」表示�
　「消費期限」は、品質の劣化が早い（製造後

おおむね5日以内）弁当や惣菜などの食品に表

示されます。このため、この期限を過ぎると衛

生上の危害が生ずる可能性が高くなります。�

　「賞味期限（品質保持期限）」は、缶詰めやス

ナック菓子など品質が比較的長く保持される食

品に記載されます。また、3カ月を越えて保存

できる食品の期日の表示は、例えば【平成16

年9月】のように日を省略することができます。

「賞味期限」は品質の劣化が遅いことから、表

示されている期日を過ぎてもすぐに食べられな

くなるわけではありません。�

�
※「消費期限」や「賞味期限（品質保持期限）」は、記載さ
れている方法で保存した場合の期限です。保存状況によ
り劣化が早くなる場合があるので注意が必要です。�
※「賞味期限」と「品質保持期限」は同じ意味であるこ
とから、このたび関連法等の改正により「賞味期限」に
統一されました。ただし、経過措置として、平成17年7
月31日までに製造・加工される食品にはどちらの使用も
認められます。�

●  遺伝子組換え食品の表示�
　遺伝子組換え原料を使った食品に、表示が義

務づけられています。�

　大豆、トウモロコシ、ばれいしょ、ナタネ、

綿実の5種類の農産物と、大豆、トウモロコシ、

ばれいしょを主な原材料とした加工食品が対象

になります。�

●  アレルギー物質の表示�
　食物アレルギーとは、食物を飲食することに

より、体に何らかの障害を引き起こす症状のう

ち、食物抗原に対する免疫学的反応によるもの

を言います。�

　近年、乳幼児から成人に至るまで、特定の食

物が原因でアレルギー症状を起こす人が増えて

おり、表示が義務づけられました。�

表示が義務づけられて

いる物質�

（特定原材料　計5品目）�

�

表示を奨励する物質�

（特定原材料に準ずる

もの　計19品目）�

卵、小麦、そば、落

花生、乳�

�

�

あわび、いか、いくら、

えび、オレンジ、かに、

キウイフルーツ、牛肉、

くるみ、さけ、さば、大豆、

鶏肉、豚肉、まつたけ、

もも、やまいも、りんご、

ゼラチン�

表示が義務づけられているアレルギー物質�

遺伝子組換え表示の区分�

遺伝子組換え農産物を原

材料とする場合�

�

遺伝子組換え農産物と遺

伝子組換えされていない

農産物が混入する状態で

原材料とする場合�

�

遺伝子組換え農産物を原

材料としていない場合�

義務表示「遺伝子

組換え」等�

�

義務表示「遺伝子

組換え不分別」等�

�

�

�

任意表示「遺伝子

組換えでない」等�

「第１回食の安全シンポジウム」
開催�
　2月4日、和歌山県民文化会館小ホールにお

いて「食の安全と和歌山ブランドを考える」

をテーマに、食に携わるすべての関係者が安

全確保の意識を高めていくことと、全国へ送

り出されている数多くの県特産品の信頼を確

保することを目的として「第１回食の安全シ

ンポジウム」を開催しました。

　会場には、消費者や生産者・食品関係事業者など様々

な立場の人が大勢来場し、小泉直子氏（内閣府食品

安全委員会委員）の基調講演をはじめ、細谷圭助氏（和

歌山大学教授・和歌山県食の安全県民会議委員長）

をコーディネーターとするパネルディスカッションや、

参加者とパネラーの意見交換が行われました。

県
民
参
加
の
啓
発
活
動
も
ス
タ
ー
ト
！�

「確かめよう！食の安全」�
バスツアー開催�
　県では、県民の方々に県内の生産者や流通関係

者等が食の安全や表示に関してどのような取り組

みをしているのか、現地で見て聞いて、理解と知

識を深めていただくために「確かめよう！食の安

全」バスツアーを実施しています。

　第1回目のバスツアーは昨年の11月14日に実施し、

一般公募で約40名の県民が参加。有機JAS認定農家の有機栽培実践グルー

プ（かつらぎ町）、橋本市養鶏農業協同組合（橋本市）、熊野牛を飼育する

鳥久牧場（かつらぎ町）、JA和歌山農協の植物バイオセンター（桃山町）、地

元農産物等の直売所めっけもん広場（打田町）を見学しました。

食品表示の適正化�
�

食品表示で安心の食品選択�

「和歌山県食品表示ウォッチャー」制度�
県では「和歌山県食品表示ウォッチャー」制度を設け、研修
を受けた40名の県民の方々が日常生活の中で、定められた表
示がないなど不適正な表示を発見した場合は県に報告してい
ただき、これをもとに事業者等の指導にあたっています。�

安心�信頼�

安全�

安心�信頼�

安全�

食品の表示は、消費者が購入時に食品の内容を

正しく理解して選択したり、適正に使用したり

するうえでの重要な情報源です。�
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売り値は生産者自身が決める。農家のおばあちゃんが漬けた漬け物など、ここでしか買え
ない人気商品もいっぱい。�

　
地
域
で
と
れ
た
農
畜
水
産
物
を
地
域
の
直
売
所
で

販
売
す
る
店
舗
が
県
内
各
地
で
誕
生
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
商
品
に
は
生
産
者
の
名
前
が
記
さ
れ
て

い
て
、
こ
の
「
作
り
手
の
顔
が
見
え
る
」
と
こ
ろ
が

消
費
者
の
信
頼
に
つ
な
が
り
、
こ
う
し
た
店
の
大
き

な
魅
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
産
者
の
側
も

消
費
者
の
反
応
を
直
接
見
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

責
任
と
や
り
が
い
を
感
じ
な
が
ら
出
荷
し
て
お
り
、

県
で
も
こ
う
し
た
地
域
の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い

ま
す
。

　
平
成
15
年
10
月
18
日
、
橋
本
市
に
オ
ー
プ
ン
し
た

J
A
か
わ
か
み
の
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
や

っ
ち
ょ
ん
広
場
」も
地
産
地
消
を
目
指
し
た
直
売
所

の
一
つ
で
す
。
地
元
の
生
産
者
が
丹
精
込
め
て
作
っ

た
安
全
・
安
心
・
新
鮮
な
農
産
物
が
並
ん
だ
店
内
に

は
、
地
元
は
も
ち
ろ
ん
、
ほ
ん
ま
も
ん
を
求
め
る
大

阪
や
奈
良
方
面
か
ら
の
客
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

エコファーマーや有機JASといった国や県

の認証制度をきっかけの一つとして、安全・

安心で、環境にも優しい農業を行う生産

者が増えています。また、県内各地で「地

産地消」の取り組みも広がってきています。�

　エコファーマーとは、たい肥等による土づくりを

基本に、化学合成農薬と化学肥料を減らす努力をし

ている農家で、そうした栽培に取り組む計画をつく

って知事から認定を受けた農家のことです。県内に

は平成16年2月末現在で434人のエコファーマーが

います。

　グリーン日高農業協同組合では、平成15年3月に

ミニトマトの栽培で52人の組合員がエコファーマー

の認証を受けました。営農指導課の岡本朗さん（写

真右）は「以前から、たい肥やぼかしを使って栽培

していましたが、認定を受けたことで除草剤を控え

たり、ホルモン剤に頼っていた交配をハチの力を借

りる自然交配にしたりと、エコ農業に対する意識が

高くなりました」と話します。組合員の稲葉伸一さ

ん（写真左）も「エコファーマーとしてやっていくの

は手間も経費もかかって大変です。でも、良いもの

を作っているという誇りと自信が持て、将来はきっ

とエコ栽培のものじゃなければ売れない時代が来る

と思っています」と話します。

ハチによる自然交配�

　
有
機
農
産
物
と
は
、
３
年
以
上
の
間
、
農
薬
と
化

学
肥
料
を
使
用
せ
ず
、
た
い
肥
等
で
土
づ
く
り
を
行

っ
た
農
園
で
栽
培
す
る
な
ど
、
国
の
基
準
に
合
格
し

た
農
産
物
を
い
い
、
「
有
機
J
A
S
マ
ー
ク
」
が
付

け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
マ
ー
ク
が
な
い
と
販
売
の
際
に

「
有
機
」
や
「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
」
の
表
示
は
で
き
ま

せ
ん
。

　
か
つ
ら
ぎ
町
の
松
本
恭
和
さ
ん
を
代
表
と
す
る
有

機
栽
培
実
践
グ
ル
ー
プ
は
、
平
成
12
年
に
有
機

J
A
S
認
定
を
取
得
し
ま
し
た
。
「
私
た
ち
は
28
年

ほ
ど
前
か
ら
有
機
栽
培
を
始
め
て
い
ま
す
。
一
度
で

も
農
薬
を
使
え
ば
今
ま
で
の
努
力
が
無
駄
に
な
る
の

が
有
機
栽
培
で
、
苦
労
を
無
に
し
な
い
た
め
に
も
と

有
機
J
A
S
を
取
得
し
ま
し
た
」
と
松
本
さ
ん
。
「
農

薬
を
使
っ
た
見
栄
え
の
良
い
作
物
が
高
く
売
れ
た
時

代
か
ら
、見
栄
え
は
悪
く
て
も
安
全
で
美
味
し
い
も

の
が
見
直
さ
れ
る
時
代
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
農
薬

散
布
の
マ
ス
ク
も
不
要
で
、
消
費
者
に
良
い
も
の
は

生
産
者
の
健
康
に
も
良
い
ん
で
す
よ
」
と
笑
い
ま
す
。

　「
今
は
柿
・
み
か
ん
・
米
を
有
機
栽
培
し
て
い
ま

す
が
、
将
来
は
作
物
す
べ
て
を
有
機
栽
培
に
し
た
い
」

と
話
す
松
本
さ

ん
達
の
グ
ル
ー

プ
に
は
、
全
国

か
ら
見
学
者
が

訪
ね
て
来
ま
す
。

「草刈りが一番大変。暑いし、重労働
ですよ」と話す松本さんご夫妻。�

信頼されるモノづくりへ�
変わる生産者の意識�
信頼されるモノづくりへ�
変わる生産者の意識�

エコファーマー、只今434名�
�

有
機
栽
培
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ�

有機JASマーク�

顔
が
見
え
る
商
品
で
信
頼
ア
ッ
プ�

安心� 信頼�

安全�

安心� 信頼�

安全�
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　「食育」とは、子どもの頃から食に

ついて考え、健康的な食生活を送る

ための能力を習慣的に身につけると

ともに、“食を知ることは地域の生

活様式や自然環境、ふるさとの歴史

を再認識することでもある”という

視点を持って、子どもから大人、そ

して消費者、生産者・事業者などが

幅広く参加して食を考える活動です。

県などでは、食育を推進するための

人づくりや地域における学習活動を

進めています。

　龍神村の甲斐ノ川小学校では、栄

養士の先生を招いて、給食の時間に

その日に使った食材について子ども

たちに話をしたり、それがどこの産

品であるかなどをクイズ形式で子ど

もたちに答えてもらうなど、工夫し

ながら説明を行っています。

食
へ
の
信
頼
を
高
め
る
に
は
、
消
費
者
と
生
産
者
・
事
業
者
が
共

に
ふ
る
さ
と
の
「
食
」
を
考
え
再
認
識
す
る
こ
と
で
お
互
い
の
信

頼
の
絆
を
強
く
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
の
た
め
、
県
で
は

「
食
育
」
や
「
地
産
地
消
」
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。�

「
食
育
」
と
「
地
産
地
消
」
で�

食
へ
の
信
頼
を
築
く�

この日のメニューは、サンマの丸干し（和歌山近海産）、高野豆腐（高
野山）、梅干し（南部川村）、ぽんかん（下津町）。�

「高野豆腐はどこの産品ですか？」。栄
養士の先生の問いかけに楽しそうに答え
る子どもたち。「スーパーで売ってるよ！」
という珍回答に笑いが起こることも。�

柿の摘蕾をする「安全な食を考える消費者の会」
のメンバー。「初めての作業で大変でしたが、
だんだんコツも覚えました」�

昔ながらの手作業による水田の除草作業�

　
集
落
全
体
で
有
機
栽
培
に
取
り
組
む
「
有
機
の
郷
」

宣
言
を
し
た
橋
本
市
杉
尾
地
区
で
は
、
農
作
業
の
担

い
手
不
足
対
策
と
し
て
、
昨
年
４
月
か
ら
農
作
業
の

手
伝
い
を
し
て
く
れ
た
住
民
グ
ル
ー
プ
に
作
業
時
間

に
応
じ
て
秋
の
収
穫
時
に
農
作
物
と
引
き
換
え
ら
れ

る
「
杉
尾
ふ
れ
あ
い
券
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
に
い
ち
早
く
参
加
し
た
の
が
橋
本

市
内
の
新
興
住
宅
地
の
主
婦
ら
65
名
で
作
る
「
安
全

な
食
を
考
え
る
消
費
者
の
会
」
で
す
。
代
表
の
萩
原

弥
生
さ
ん（
下
写
真
左
）は
「
メ
ン
バ
ー
を
は
じ
め
地

域
の
大
勢
の
人
も
有
機
栽
培
に
興
味
が
あ
り
、
杉
尾

地
区
の
農
作
業
を
手
伝
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
み

ん
な
素
人
で
、
柿
の
摘
蕾
や
水
田
の
除
草
な
ど
を
体

験
し
ま
し
た
が
、
い
か
に
大
変
な
作
業
か
が
わ
か
っ

て
食
べ
物
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
」
と
話
し

ま
す
。

　
地
域
で
生
産
さ
れ
た
も
の
を
地
域
で
消
費
す
る
と

い
う
意
味
の
「
地
産
地
消
」
は
、
消
費
者
と
生
産
者

等
の
相
互
理
解
を
深
め
る
も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
県
で
は
、
杉
尾
地
区
の
よ
う
な
交
流
活
動

や
、
直
売
所
を
利
用
し
た
地
域
産
物
の
販
売
な
ど
の

取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

給食の時間に「食育」実施�

農
家
と
住
民
の
協
働
作
業
で�

食
の
安
全
を
追
求�

�

て
き
ら
い
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